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平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
三
日
（
土
）

午
後
一
時
三
十
分
、
九
段
一
号
館
中
洲
記

念
講
堂
に
お
い
て
、
平
成
二
十
七
年
度
二

松
學
舍
大
学
父
母
会
定
期
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
文
学
部
・
山
崎
正
伸

教
授
に
よ
る
『
平
安
時
代
は
、
一
夫
多
妻

制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
夫
一
妻
制
で

す
。』
と
題
し
た
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。

　

午
後
二
時
三
十
分
、
田
沼
好
志
枝
氏
の

司
会
に
よ
り
総
会
が
開
会
さ
れ
、
木
村
一

成
父
母
会
長
、
髙
野
和
基
副
学
長
が
そ
れ

ぞ
れ
挨
拶
を
し
た
後
、
渡
邉
勝
文
議
長
に

よ
り
議
事
に
入
っ
た
。

　

第
Ⅰ
号
議
案
の
平
成
二
十
六
年
度
事
業

報
告
並
び
に
決
算
に
つ
い
て
は
、
審
議
の

結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

た
。

　

第
Ⅱ
号
議
案
の
平
成
二
十
七

年
度
役
員
選
出
は
、
会
長
に
田

中
福
男
氏
、
続
い
て
会
計
監
査

に
小
沢
規
久
子
氏
と
田
沼
好
志

枝
氏
が
決
定
し
た
。

　

第
Ⅲ
号
議
案
の
平
成
二
十
七

年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
が

審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

議
事
終
了
後
、
平
成
二
十
六

年
度
で
役
員
を
退
任
し
た
木
村

一
成
氏
、
小
林
良
記
氏
、
田
中

貴
子
氏
、
野
口
悦
子
氏
の
四
名

に
髙
野
副
学
長
か
ら
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
総
会
は

終
了
し
た
。

　

午
後
三
時
五
十
分
か
ら
、
会

場
を
九
段
一
号
館
十
三
階
の
ラ

ウ
ン
ジ
に
移
し
、
教
職
員
と
父

母
と
の
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

た
。
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平
成
二
十
七
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
早
く

も
四
ヶ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

新
入
生
は
、
文
学
部
四
八
一
名
、
国
際
政

治
経
済
学
部
二
一
六
名
、
編
入
学
生
は
、
文

学
部
三
名
、
国
際
政
治
経
済
学
部
一
名
合
計

七
〇
一
名
を
迎
え
る
こ
と
が
、
出
来
ま
し
た

こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

平
成
二
十
七
年

度
か
ら
新
し
い
就

職
・
採
用
活
動
開

始
時
期
の
変
更
に

よ
り
子
ど
も
た
ち

の
戸
惑
い
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

一
昨
年
よ
り
は

昨
年
。
昨
年
よ
り

は
今
年
と
就
職
事

情
は
改
善
し
て
い

ま
す
。
企
業
の
求

人
も
上
昇
し
て
い

ま
す
。

　

企
業
が
求
め
る

人
材
は
、
①
コ
ミ

ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
あ
る
。
②

協
調
性
が
あ
る
。

③
頑
張
る
事
で

き
る
。
人
材
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
供
達
に
は
、

四
年
間
の
学
生
生

活
を
過
ご
し
た
後

の
自
分
を
常
に
想

像
し
て
学
生
生
活

を
過
ご
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
言
葉
に

す
る
と
［
未
来
予
想
］
に
な
り
ま
す
。

　

目
標
を
待
ち
、
自
分
自
身
を
常
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
過
ご
す
日
々
は
、
き
っ
と

楽
し
く
、
ま
た
、
生
き
甲
斐
あ
る
も
の
と
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

良
く
遊
び
、
良
く
学
び
の
精
神
で
学
生
生

新
役
員
紹
介 

︱ 

役
員
に
就
任
し
て

父母会活動 ―大学と子ども達のために―

父母会会長　田中福男

活
を
過
ご
し
て
欲
し
い
と
私
自
身
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
事
が
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る

人
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
と
成
れ
る
と
考

え
ま
す
。

　

二
松
學
舍
大
学
の
父
母
会
は
、
地
区
別
懇

談
会
の
開
催
（
平
成
二
十
七
年
度
は
、
十
地

区
で
の
開
催
。）、
課
外
活
動
に
対
す
る
助

成
、
大
学
行
事
へ
の
助
成
、
成
長
支
援
型
奨

学
金
制
度
の
実
施
、
外
国
人
留
学
生
支
援
に

関
す
る
助
成
、
営
繕
助
成
、
就
職
指
導
支
援

費
の
助
成
な
ど
を
実
施
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
二
松
學
舍
の
父
母
会
伝
統
と
な
っ

て
お
り
ま
す
、
卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
の
実

施
と
卒
業
記
念
品
（
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
卒
業

生
全
員
に
配
布
）
の
贈
呈
、
父
母
会
報
の
発

行
（
年
四
回
発
行
）
と
創
縁
祭
参
加
な
ど
を

実
施
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

過
日
の
平
成
二
十
七
年
度
父
母
会
定
期
総

会
に
お
き
ま
し
て
、
ご
承
認
を
頂
き
平
成

二
十
七
年
度
二
松
學
舍
大
学
父
母
会
予
算
で

ス
タ
ー
ト
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

大
学
側
の
体
制
も
平
成
二
十
七
年
度
か
ら

変
わ
り
渡
辺
学
長
か
ら
菅
原
学
長
体
制
が
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

　

二
松
學
舍
大
学
の
父
母
会
も
発
足
し
て
今

年
で
二
十
二
年
目
に
は
入
り
ま
し
た
。

　

二
松
學
舍
大
学
の
父
母
会
は
、
【
子
供
達

の
為
に
】
良
き
事
は
取
り
入
れ
、
改
善
が
必

要
で
あ
れ
ば
改
善
し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
事
が
、
こ
れ
ま
で
の
諸
先
輩
の
方
々

が
大
切
に
し
て
来
ら
れ
た
二
松
學
舍
大
学
父

母
会
の
【
理
念
】
と
心
得
と
思
い
ま
す
。

【
子
供
達
の
為
に
】
常
に
進
化
し
す
る
二
松

學
舍
大
学
の
父
母
会
で
あ
り
、
大
学
と
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

　

役
員
一
同
一
生
懸
命
活
動
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
頂

け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

鈴
　
木
　
千
　
晶

　

本
年
度
、
父
母
会
役
員
を
務
め
さ
せ
て

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

五
月
父
母
会
総
会
に
参
加
し
て
、
ご
参

加
の
皆
様
の
、
学
生
へ
の
愛
情
と
熱
意
、

ま
た
、
学
生
支
援
の
大
き
さ
・
手
厚
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　

父
母
会
総
会
の
話
を
息
子
に
し
た
と
こ

ろ
、
違
う
角
度
か
ら
み
た
二
松
學
舍
大
学

に
つ
い
て
、
親
子
で
話
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

皆
様
と
の
出
会
い
と
ご
縁
を
、
今
か
ら

大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

宮
　
脇
　
正
　
裕

　

今
年
度
、
縁
あ
っ
て
父
母
会
役
員
を
務

め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

伝
承
文
学
を
都
内
の
大
学
で
学
び
た
い

と
い
う
娘
の
希
望
が
叶
い
、
四
月
か
ら
本

校
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

毎
日
楽
し
気
に
大
学
に
通
う
娘
を
見
て

社
会
人
に
な
る
為
の
最
後
の
学
び
舎
で
い

ろ
ん
な
事
を
少
し
で
も
多
く
身
に
付
け
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

父
母
会
役
員
と
し
て
、
学
生
の
方
々
の

為
に
な
る
環
境
作
り
に
少
し
で
も
役
立
て

ば
と
思
い
微
力
な
が
ら
尽
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

安
　
達
　
香
　
里

　

は
じ
め
ま
し
て
。
本
年
度
、
父
母
会
の

役
員
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

入
学
式
か
ら
早
四
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。
息
子
は
新
し
い
生
活
に
も
慣
れ
、

日
々
の
授
業
や
部
活
動
に
、
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
ホ
ッ
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

父
母
会
を
通
し
て
、
学
生
の
皆
さ
ん
の

希
望
に
満
ち
た
四
年
間
を
、
皆
さ
ま
と
活

動
並
び
に
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
温
か
く

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

白
　
根
　
真
　
弓

　

「
は
じ
め
ま
し
て
。」
父
母
会
の
役
員

を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

白
根
と
申
し
ま
す
。
何
事
に
も
一
歩
を
踏

み
出
す
好
き
な
言
葉
の
一
つ
で
す
。
息
子

か
ら
「
社
会
の
教
員
に
な
り
た
い
。」
と

進
学
希
望
が
あ
り
、
高
校
の
先
生
方
に
相

談
を
し
て
い
て
二
松
學
舍
を
教
え
て
頂
き

入
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
家
族
間
で
も

び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、
考
え
方
も
し
っ

か
り
し
て
お
り
中
学
か
ら
始
め
た
柔
道
部

に
入
部
し
て
学
生
生
活
を
充
実
し
て
い
る

姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

大
学
で
父
母
会
が
あ
る
事
は
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
先
生
方
を
は
じ
め
先
輩
役

員
の
方
々
の
優
し
さ
に
触
れ
さ
せ
て
頂

き
、
共
に
活
動
を
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

〝
気
は
優
し
く
て
力
持
ち
〟
に
な
れ
る

様
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
よ
り
よ
い

環
境
の
中
で
学
生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

先
輩
方
に
教
え
を
頂
き
な
が
ら
活
動
の
お

役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
四
年
後
以

降
も
経
験
活
か
せ
る
よ
う
に
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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ご つあ さい

「アクションプラン26」

理事長　水戸英則

主体的な学びと
学習環境の整備
学　長　菅原淳子

　

「
Ｎ
２
０
２
０
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
」
の
実
行
計

画
で
あ
る
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
実

行
状
況
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
か
ら
、

「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
年
次
報
告
書｣

に

取
り
纏
め
、
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表

す
る
扱
い
と
し
ま
し
た
。

　

26
年
度
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
大
学
関

連
実
施
事
項
は
、
大
学
４
号
館
の
建
設
や

１
・
２
・
３
各
号
館
の
改
造
・
改
修
等
の

キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
計
画
や
、
大
学
教
育
の

質
的
転
換
策
、
例
え
ば
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
導
入
や
、
前
年
度
導
入
の

ラ
イ
ブ
キ
ャ
ン
パ
ス
シ
ス
テ
ム
の
学
生

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
利
用
し
た
学
習
・
指

導
履
歴
の
可
視
化
、
実
践
的
な
英
語
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
導
入
、
就
職
支
援
を
目
的
と
し

た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
、
正
課
科
目
と
し
て

　

新
年
度
も
４
カ
月
が
過
ぎ
、
新
入
生
の

皆
さ
ん
は
大
学
生
活
に
慣
れ
て
き
た
頃
か

と
思
い
ま
す
。
2
年
生
は
両
学
部
共
に
4

月
か
ら
自
ら
の
専
攻
を
選
ん
で
学
び
始
め

て
い
ま
す
し
、
3
年
生
は
さ
ら
に
専
門
的

な
学
び
を
深
め
て
い
ま
す
。
一
方
4
年
生

は
就
職
活
動
、
教
職
を
目
指
す
学
生
は
教

育
実
習
と
、
忙
し
い
時
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
九
段
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
道
は
学
生

で
あ
ふ
れ
、
活
気
に
満
ち
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
大
学
は
高
校
ま
で
以
上
に
主
体

的
に
学
ぶ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
場
所
で

す
。
知
識
は
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、

自
ら
が
学
ん
で
身
に
つ
け
る
も
の
で
す
。

本
学
で
は
、
学
生
の
主
体
的
な
学
び
を
支

開
講
す
る
こ
と
な
ど
が
着
実
に
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
対
応
に
よ
り
、
平
成
25
年
度

に
引
き
続
き
、
平
成
26
年
度
も
文
部
科
学

省
の
「
私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事

業
、
タ
イ
プ
１
＝
教
育
の
質
転
換
型
」
に

採
択
さ
れ
、
経
常
費
補
助
金
の
加
算
措
置

や
、
同
制
度
に
採
択
さ
れ
た
大
学
の
み
が

申
請
で
き
る
「
教
育
活
性
化
設
備
整
備
事

業
」
等
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
次
世
代

型
の
自
習
施
設
で
あ
る
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
・

コ
モ
ン
ズ
」
を
九
段
２
号
館
に
、
無
線
ラ

ン
を
九
段
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
に
整
備
し
、

学
習
環
境
の
更
な
る
充
実
を
図
り
ま
し

た
。
一
方
、
進
捗
が
遅
れ
て
い
る
課
題
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
か
ら
重
点
課
題
を
抽

出
し
、
毎
月
開
催
す
る
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

援
す
る
た
め
に
、
今
年
の
1
月
か
ら
2
号

館
を
改
修
し
、
図
書
館
と
直
結
す
る
形
で

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
を
設
置
い
た
し

ま
し
た
。
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
と
は

学
生
の
学
習
支
援
を
目
的
と
し
た
施
設

で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
が
整
備
さ
れ
、
自
習
や

グ
ル
ー
プ
学
習
用
の
設
備
が
用
意
さ
れ
た

空
間
で
す
。
ゼ
ミ
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
使
用
し
た
り
、
語
学
を
中
心
に
学
習

ソ
フ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
で
学
生
が
自
分

の
力
に
合
わ
せ
て
自
習
す
る
こ
と
も
可
能

に
な
っ
て
い
ま
す
。
2
号
館
の
ラ
ー
ニ
ン

グ
・
コ
モ
ン
ズ
だ
け
で
は
な
く
、
新
た
に

竣
工
し
た
4
号
館
に
も
グ
ル
ー
プ
学
習
の

場
と
し
て
活
用
で
き
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ス

ク
エ
ア
を
設
け
ま
し
た
。
学
生
の
皆
さ
ん

が
こ
う
し
た
施
設
を
有
効
に
使
っ
て
、
主

体
的
に
そ
し
て
快
適
に
学
ん
で
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
大
学
と
し
て

は
、
教
育
・
学
習
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実

に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ラ
ン
推
進
管
理
委
員
会
」
に
お
い
て
、
各

課
題
へ
の
取
組
計
画
に
つ
い
て
担
当
部
局

か
ら
説
明
・
報
告
を
受
け
る
こ
と
を
徹
底

し
、
未
進
捗
課
題
の
改
善
を
加
速
化
さ
せ

て
お
り
ま
す
。

　

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
取
纏
め
か
ら
始
ま
っ

た
本
学
の
一
連
の
学
校
改
革
の
動
き
は
、

事
務
組
織
に
お
い
て
は
浸
透
・
理
解
さ

れ
、
教
員
組
織
に
お
い
て
も
、
そ
の
浸

透
速
度
を
増
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

役
員
・
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
「
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
る
課
題
を

着
実
に
達
成
し
て
行
く
こ
と
が
、
「
Ｎ

２
０
２
０
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
」
に
掲
げ
た
二
松
學

舍
大
学
の
将
来
像
実
現
の
鍵
と
な
る
も
の

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。



平成27年７月31日（金）	 二松学舎大学父母会報	 第89号

−  4  −−  5  −

平成27年度　二松學舍大学
父母会定期総会議事録

日　時：平成27年５月23日（土）13：30~17：30
場　所：九段校舎１号館　中洲記念講堂
講　演：「平安時代は、一夫多妻制ではありません。
　　　　　一夫一妻制です。」
　　　　　二松學舍大学文学部教授　山崎　正伸　先生
　出席者：本年度会員数　　2,826名
　　　　　委任状　　　　　　931名
　　　　　出席者　　　　　　　87名　合計　1,018名
　大学側：髙野副学長、森野学務局長、
　　　　　西園教学事務部長、小西学生支援課長、
　　　　　竹内学生支援課員

１．開会の辞 司会　田沼　好志枝
　司会者から「本日総会時の会員数は、2,826名であり、父母
会会則第９条により委任状を含めて565名の出席が必要です。
本日の出席者は　87名。委任状は　931名。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　1,018名です。
よって本日の総会は成立します。」との説明があった。
　続いて、木村一成父母会長、髙野和基副学長からそれぞれ挨
拶があった。

２．議長指名
　司会者から「総会の議長は父母会運営細則により会長又は会
長の指名する者となっており、会長から渡邊勝文さんが指名さ
れているので、渡邊議長のもとで議事を進行させたい」との説
明があり、渡邊氏が席についた。

３．書記･議事録署名人指名
　渡邊議長が書記及び議事録署名人として次の各氏を指名し
た。
　書　　　　記　　　倉持政江氏
　議事録署名人　　　南條麻里氏、結城文子氏

４．議　　事
◇第Ⅰ号議案〈平成26年度事業報告並びに決算〉

　木村会長から、議案書に基づき概要説明があり、続いて野口
会計監査から監査報告があった。審議の結果、原案のとおり承
認された。

◇第Ⅱ号議案〈平成27年度役員選出〉
　渡邊議長から、会則第６条・９条及び運営細則第３条に基づ
き、会長及び会計監査員の選出については、役員会及び大学の
協議により選出し総会に推薦することとされている旨説明があ
り、大学側から協議の結果について発表願いたいとの説明が
あった。続いて大学側（森野学務局長）から、協議の結果、次
の各氏が選出されたので推薦したいとの発表があった。
会　　長　　田中福男氏
会計監査　　小沢規久子氏、田沼好志枝氏
　渡邊議長が大学側から推薦された各氏について諮ったところ
異議なく承認された。

続いて田中新会長より就任の挨拶があった。

◇第Ⅲ議案〈平成27年度事業計画並びに予算〉
　田中新会長から、議案書に基づき概要説明があった。審議の
結果、原案のとおり承認された。
　なお、審議の過程で次の質問・意見等があり、役員会で検討
を行うこととした。

〈質問・意見等〉
・ 予算案で「課外活動活性化助成費」が減額されているが、学生

を支援する意味でも減額しないで欲しい。（文学部３年次）
　→ 　 田中新会長から、今年度の状況を鑑み次年度予算では前年

度並みに戻すことを検討したい。また、本年度中も学生の
活動状況によって必要と判断した場合は、予算を超えて支
出したいと回答した。

・ 就職支援項目が「事業費」と「特別事業費」にわかれている
が、これはどのような意味があるのか。（国際政経3年次）

　→ 　 田中新会長から、「事業費」に計上されている項目は、各
種資格試験の検定料等学生に対する直接的支援で支出され
るものを計上している。「特別事業費」に計上されている
項目は、キャリアカウンセラー配置に伴う人件費を計上し
ていると回答した。

・ 地区別父母懇談会<東京会場>は、本年度から東京都と神奈川
県、埼玉県と千葉県と分けて隔年で案内状を送付するとの説明
があったが、埼玉県在住の父母は本年度東京会場に参加するこ
とは出来ないのか。（文学部3年次・政経3年次）

　→ 　 田中新会長から、本年度は東京都と神奈川県を対象とす
る。埼玉県と千葉県は次年度対象とする。東京会場以外の
会場には参加可能であるため、群馬県等近隣で開催される
地区別父母懇談会に出席願いたいと回答した。

・ 次年度以降、卒業パーティーの開催地を、帝国ホテルから別の
会場に変更することを視野に入れて検討したいとの説明があっ
たが、今後も帝国ホテルでの開催願いたい。（政経4年次）

　→ 　田中新会長から、役員会で十分に検討したいと回答した。

　議事終了後、下記の退任役員へ髙野副学長より感謝状と記念品
が贈呈された。
　　木村一成氏、小林良記氏、田中貴子氏、野口悦子氏

５．閉会の辞 司会　田沼　好志枝

◇懇親会
定期総会終了後、九段校舎13階ラウンジに移動し、懇親会が開催
された。
　　17時30分、盛会のうちに終了した。
　 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成27年5月23日

　　議　　　　長　　　渡邊　勝文　　　㊞
　　議事録署名人　　　南條　麻里　　　㊞
　　議事録署名人　　　結城　文子　　　㊞
　　書　　　　記　　　倉持　政江　　　㊞
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総
会
出
席
ハ
ガ
キ
の
通
信
欄
か
ら
、
会

員
の
方
々
の
ご
意
見
を
掲
載
し
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
に
よ
り
す
べ
て
を
掲
載
す

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

◎
父
母
会
運
営
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

（
神
奈
川
県　

国
際
政
治
経
済
学
部
３
年
）

◎
役
員
の
皆
様
方
、
い
つ
も
感
謝
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
。

 

（
千
葉
県　

文
学
部
４
年
）

◎
役
員
の
方
々
、
お
忙
し
い
中
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

（
静
岡
県　

文
学
部
３
年
）

◎
お
手
数
で
す
が
、
早
目
の
連
絡
を
お
願

し
ま
す
。

（
神
奈
川
県　

国
際
政
治
経
済
学
部
２
年
）

《
父
母
会
事
務
局
よ
り
》

　

来
年
度
の
父
母
会
定
期
総
会
は
平
成

二
十
八
五
月
二
十
八
日
（
土
）
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　

三
月
三
十
一
日
発
行
の
父
母
会
報
に

は
、
次
年
度
の
年
間
予
定
と
地
区
別
父
母

懇
談
会
の
開
催
地
と
開
催
日
時
の
掲
載
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
頂

き
、
ご
予
定
を
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

毎
年
、
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お

寄
せ
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
紙
面
に
掲
載
で
き
な
い
ご
意
見
、

ご
要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
学
よ
り

個
々
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

総
会
余
滴

平成
27年度

平
成
27
年
度
役
員

氏　　名 役　　職 学年 氏　　名 役　　職 学年

田　中　福　男 会　長 ４年 酒　井　継　美 委員（広報） ２年

渡　邊　勝　文 副会長 ３年 結　城　文　子 委員（広報） ２年

森　野　　　崇 副会長（学務局長） 南　條　麻　里 委員（広報・会計） ２年

小　沢　規久子 委員（会計監査） ４年 久　田　恵　美 委員（広報） ２年

倉　持　政　江 委員 ４年 鈴　木　千　晶 委員 １年

吉　田　広　美 委員 ４年 宮　脇　正　裕 委員 １年

田　沼　好志枝 委員（企画・会計監査） ３年 安　達　香　里 委員 １年

三　原　由美子 委員（企画） ３年 白　根　真　弓 委員 １年

田　中　幸　子 委員（企画） ３年
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大
学
に
入
学
し
て
、
早
四
ヶ
月
。
日
本

の
首
都
、
東
京
に
あ
る
二
松
學
舍
大
学
に

私
は
四
国
の
香
川
県
か
ら
入
学
し
た
。
こ

の
大
学
に
進
学
し
よ
う
と
決
め
た
の
は
、

高
校
三
年
の
夏
。
私
は
英
語
と
国
際
関
係

の
事
が
学
び
た
か
っ
た
が
、
大
学
の
知
識

が
な
い
。
私
は
ど
こ
に
進
学
し
た
ら
良
い

か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
迷
っ
て
い
る
中
、

所
属
し
て
い
た
サ
ッ
カ
ー
部
の
恩
師
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
二
松
學
舍
の
卒
業
生
で

あ
る
と
い
う
事
か
ら
、
推
薦
の
話
を
頂
い

た
。
私
は
頂
い
た
話
を
無
駄
に
し
た
く
な

い
し
、
東
京
と
い
う
違
う
環
境
で
成
長
し

た
い
と
思
い
、
話
を
進
め
て
い
た
。
し
か

し
、
両
親
の
猛
反
発
を
受
け　

親
と
の
関

係
が
悪
い
ま
ま
、
夏
休
み
が
終
わ
っ
た
。

し
か
し
恩
師
や
周
り
の
人
の
お
か
げ
で
何

と
か
説
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
無
事
に
受

験
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
絶
対
に
合
格
し

た
か
っ
た
の
で
小
論
文
の
練
習
も
一
生
懸

命
し
た
。
面
接
の
練
習
も
何
回
も
し
て
も

ら
っ
た
。
そ
の
成
果
も
あ
っ
て
私
は
二
松

學
舍
に
合
格
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
れ

か
ら
と
い
う
も
の
私
の
生
活
は
大
き
く
変

わ
っ
た
。
合
格
し
た
か
ら
と
、
も
と
も
と
出

来
な
か
っ
た
勉
強
も
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
し

ま
い
親
と
も
あ
ま
り
話
さ
な
く
な
っ
た
。

受
験
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
生
活
が
ダ
メ
だ

と
気
付
い
た
の
は
私
が
東
京
に
行
く
２
ヶ

月
前
だ
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
ダ
メ
だ
と

思
い
何
が
い
け
な
か
っ
た
の
か
考
え
た
。

　

大
学
に
行
け
る
の
は
私
を
選
ん
で
く
れ

た
恩
師
の
お
か
げ
。
高
額
な
お
金
を
払
う

た
め
一
生
懸
命
働
い
て
く
れ
た
両
親
の
お

か
げ
。
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
全
て
の

人
々
の
お
か
げ
だ
。
私
は
一
番
大
事
な
事

を
忘
れ
て
い
た
の
だ
。「
感
謝
」
と
い
う

気
持
ち
を
忘
れ
て
い
た
の
だ
。
も
う
大
学

に
行
く
た
め
香
川
に
い
る
時
間
も
少
な

い
。
東
京
に
行
く
ま
で
の
時
間
、
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
行
動
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
今
は
も
う
七
月
。
親
元
を
離
れ

た
私
は
よ
り
一
層
感
謝
の
気
持
ち
が
強

ま
っ
た
。
一
人
暮
ら
し
を
経
験
し
て
家
事

の
大
変
さ
が
わ
か
っ
た
。

　

今
こ
う
し
て
普
通
に
生
活
が
出
来
て
い

る
の
は
、
両
親
や
今
ま
で
出
会
っ
た
全
て

の
人
々
の
お
か
げ
だ
。
親
元
を
離
れ
て
い

る
人
も
そ
う
で
な
い
人
も
、「
感
謝
」
の

気
持
ち
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
大
学
生
活
を
送
っ
て
ほ

し
い
。

国
際
政
治
経
済
学
科

久
　
米
　
謙
　
吾

　

桜
花
爛
漫
の
四
月
の
入
学
式
か
ら
は
や
四
ヶ
月
。
六
九
七
名
を
数
え
た

新
入
生
も
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
生
活
に
も
慣
れ
、
よ
う
や
く
大
学
生
ら
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
高
校
時
代
と
は
異
な
り
、
自
分
の
裁
量
・
責
任
で
、

判
断
・
選
択
し
、
創
り
上
げ
て
い
く
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
新
た
に
出

会
う
、
様
々
な
経
験
を
得
た
学
友
が
二
松
學
舍
で
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
大
学
生
活
に
対
す
る
抱
負
・
意
気
込
み
を

各
学
科
の
新
入
生
に
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
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私
が
二
松
學
舍
大
学
に
進
学
す
る
こ
と

を
決
め
た
の
は
、
高
校
二
年
生
の
秋
だ
。

そ
れ
ま
で
は
、
自
分
は
一
体
何
を
し
た
い

の
か
、
ど
こ
に
進
め
ば
い
い
か
、
ま
っ
た

く
見
当
が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
よ

う
な
と
き
、
二
松
學
舍
大
学
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
偶
然
目
に
し
、
国
文
学
科
専
攻

科
目
の
『
映
像
・
演
劇
・
メ
デ
ィ
ア
』
、

特
に
『
演
劇
』
の
項
目
に
目
を
引
か
れ
、

興
味
を
持
っ
た
の
が
こ
の
大
学
を
志
す
こ

と
を
決
め
た
第
一
の
理
由
だ
。
そ
し
て
高

校
二
、
三
年
当
時
の
ク
ラ
ス
担
任
の
先
生

が
、
二
松
學
舍
大
学
の
卒
業
生
と
い
う
こ

と
で
、
親
身
に
大
学
の
特
色
や
魅
力
な
ど

を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
進
学
決
定

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

そ
し
て
自
分
の
志
望
通
り
、
無
事
二
松

學
舍
大
学
に
入
学
し
て
早
く
も
四
ヶ
月
が

経
ち
、
こ
の
新
し
い
生
活
に
も
、
末
だ
に

高
校
生
気
分
が
抜
け
な
い
な
が
ら
も
、
次

第
に
慣
れ
始
め
て
き
て
い
る
。
良
い
友
人

や
先
輩
、
先
生
方
に
恵
ま
れ
た
こ
と
が
、

早
々
に
新
た
な
生
活
に
慣
れ
る
こ
と
の
手

助
け
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
二
松
學
舍
大

学
の
温
和
な
雰
囲
気
も
自
分
の
性
格
に
適

し
て
い
て
、
と
て
も
過
ご
し
や
す
い
。
大

学
の
立
地
も
、
こ
の
過
ご
し
や
す
さ
に
一

役
買
っ
て
い
る
と
思
う
。
近
く
に
靖
国
神

社
、
皇
居
、
千
鳥
ヶ
淵
公
園
、
神
保
町
の

古
書
街
が
あ
る
の
は
大
き
な
魅
力
だ
。
講

義
が
終
わ
っ
た
後
、
大
学
周
辺
を
散
策
す

る
こ
と
が
私
の
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
勉
学
へ
励
む
た
め
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
る
。

　

し
か
し
、
今
、
学
問
に
し
っ
か
り
励
め

て
い
る
の
か
と
問
わ
れ
る
と
、
頷
き
か
ね

る
の
が
現
状
だ
。
希
望
し
て
い
た
大
学
に

無
事
進
学
で
き
た
う
れ
し
さ
に
よ
り
、
若

干
浮
か
れ
気
味
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
無
意
識
に
、
「
大
学
入
学
」

を
ゴ
ー
ル
地
点
に
し
て
し
ま
っ
て
い
た
の

だ
。
実
際
に
は
「
大
学
入
学
」
は
ゴ
ー
ル

で
は
な
く
、
ス
タ
ー
ト
地
点
な
の
だ
。
高

校
生
活
を
終
え
、
再
び
新
た
な
ス
タ
ー
ト

地
点
に
立
っ
た
こ
と
を
深
く
自
覚
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
先
の
四
年
間
を
し
っ
か
り
見
据

え
、
こ
の
良
い
環
境
を
生
か
し
つ
つ
、
悔

い
の
な
い
よ
う
精
一
杯
駆
け
抜
け
る
こ
と

が
、
私
の
と
り
あ
え
ず
の
目
標
だ
。

国
　
文
　
学
　
科黒

　
川
　
璃
　
乃

　

私
が
二
松
學
舍
大
学
を
知
っ
た
の
は
高

校
三
年
生
の
六
月
頃
で
し
た
。
そ
れ
ま
で

は
た
だ
単
に
高
校
の
担
任
の
先
生
や
進
路

の
先
生
に
勧
め
ら
れ
た
大
学
の
合
格
を
目

標
と
し
て
勉
学
に
励
め
ば
そ
れ
で
満
足
、

と
い
う
軽
い
気
持
ち
で
い
ま
し
た
。
け
れ

ど
も
各
大
学
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
請
求
し

て
い
る
う
ち
に
二
松
學
舍
大
学
と
出
会

い
、
そ
し
て
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参

加
さ
せ
て
頂
い
た
時
、
こ
こ
の
大
学
は
と

て
も
落
ち
着
い
て
い
る
雰
囲
気
だ
と
感
じ

た
と
同
時
に
、
こ
の
場
所
で
な
ら
自
分
の

好
き
な
書
道
が
存
分
に
出
来
る
だ
け
で
は

な
く
、
様
々
な
語
学
を
学
ぶ
事
が
出
来
る

と
思
い
ま
し
た
。

　

二
松
學
舍
大
学
に
入
学
し
て
早
四
ヶ
月

が
経
過
し
ま
し
た
。
九
十
分
と
い
う
授
業

時
間
に
最
初
は
集
中
力
が
続
く
の
だ
ろ
う

か
と
怖
気
づ
い
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
受

け
て
み
る
と
個
性
溢
れ
る
素
晴
ら
し
い
教

授
の
話
に
引
き
込
ま
れ
て
い
る
自
分
が
い

ま
し
た
。
勉
強
面
で
は
、
入
学
以
前
書
道

を
専
門
的
に
学
び
そ
れ
を
活
か
し
た
職
業

に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
入

学
後
こ
こ
の
大
学
で
も
っ
と
違
う
可
能
性

を
広
げ
、
様
々
な
語
学
力
を
身
に
付
け
た

い
と
思
っ
た
の
で
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

の
先
生
に
相
談
し
に
行
こ
う
と
足
を
運

び
、
そ
こ
で
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
先
生

が
親
身
に
話
を
聞
い
て
下
さ
り
、
今
で
は

語
学
の
勉
強
に
日
々
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
生
活
面
で
は
、
気
の
合
う
友
人
達

と
空
き
コ
マ
の
時
間
を
活
用
し
て
、
自
ら

の
将
来
を
見
据
え
た
話
を
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
か
ら
ま
だ
未
熟
な

私
で
す
が
、
一
歩
大
人
に
近
付
け
た
よ
う

に
も
感
じ
ら
れ
、
充
実
し
た
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。

　

私
は
大
学
四
年
間
で
様
々
な
資
格
を
取

得
す
る
事
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
四
年
と
い
う
時
間
を
た
だ
漠

然
と
過
ご
す
の
で
は
な
く
、
中
身
の
濃
い

時
間
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
卒
業
時
に

二
松
學
舍
大
学
に
入
学
し
て
良
か
っ
た
と

思
え
る
よ
う
な
四
年
間
を
、
大
切
に
過
ご

し
て
い
き
た
い
で
す
。

中
　
国
　
文
　
学
　
科

佐
　
藤
　
里
　
奈
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一
九
八
一
年
四
月
に
二
松
學
舍
大
学
文

学
部
国
文
学
科
に
入
学
し
た
。
浪
人
生
活

三
年
間
を
経
て
の
大
学
入
学
で
あ
る
。
成

績
優
秀
な
学
生
に
な
れ
る
と
は
最
初
か
ら

考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
（
学
部
時
代
の

成
績
表
を
入
手
し
て
愕
然
と
し
た
こ
と
が

あ
る
…
…
笑
）。
そ
の
代
わ
り
、
同
学
年

の
誰
よ
り
も
本
を
読
む
学
生
に
な
ろ
う
と

き
め
て
い
た
。
用
事
の
な
い
平
日
は
、
ア

　

大
学
時
代
の
学
部
3
年
次
は
、
私
に

と
っ
て
重
要
な
「
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン

ト
」
で
あ
っ
た
。
研
究
の
道
に
進
み
、
今

日
大
学
教
員
と
し
て
二
松
學
舍
大
学
国
際

政
治
経
済
学
部
に
勤
務
す
る
自
分
が
あ
る

の
も
、
こ
の
頃
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
と
思
う
。

　

大
学
入
学
後
、
体
育
会
系
の
サ
ー
ク
ル

に
所
属
し
、
週
5
日
の
早
朝
練
習
の
後
に

パ
ー
ト
の
部
屋
で
夕
食
後
の
ほ
と
ん
ど
を

ベ
ッ
ド
の
上
で
本
を
読
ん
で
過
ご
し
た
。

と
り
あ
え
ず
の
目
標
が
年
間
一
〇
〇
冊

だ
っ
た
と
記
憶
す
る
。
そ
し
て
週
末
は
、

当
時
で
も
す
で
に
「
時
代
遅
れ
」
に
な
っ

て
い
た
デ
モ
や
集
会
に
参
加
し
た
。

　

二
松
學
舍
の
教
授
陣
で
は
、
神
戸
仁
彦

先
生
、
中
村
宏
先
生
の
お
二
人
に
お
世
話

に
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
で
習
っ
た
神
戸

先
生
は
、
当
時
流
行
し
出
し
て
い
た
現
代

思
想
に
関
す
る
導
き
手

だ
っ
た
（
フ
ラ
ン
ス
語

は
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
身

に
つ
か
な
か
っ
た
）。

柄
谷
行
人
、
蓮
實
重

大
学
で
講
義
を
受
け
、

そ
れ
な
り
に
試
験
前
に

は
勉
強
も
し
、
空
い
た

時
間
に
は
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
い
た
。
大
学
3

年
に
な
る
直
前
の
春
休
み
に
、
ス
ペ
イ
ン

の
マ
ラ
ガ
に
1
ヶ
月
間
語
学
留
学
に
行
っ

た
。
サ
ー
ク
ル
の
大
会
が
あ
っ
た
た
め
、

こ
の
春
休
み
が
大
学
に
入
っ
て
初
め
て
自

由
に
過
ご
せ
る
長
期
休
暇
で
、
こ
の
機
会

を
有
意
義
に
利
用
し
た
い
と
考
え
た
。
飛

行
機
に
す
ら
乗
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た

「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
」
な
私
に
と
っ
て
、

ス
ペ
イ
ン
で
の
国
際
交
流
は
大
き
な
刺
激

で
あ
っ
た
。
こ
の
経
験
が
グ
ア
テ
マ
ラ
農

村
で
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
メ

彦
、
Ｒ
・
バ
ル
ト
、
Ｍ
・
フ
ー
コ
ー
…
…

な
ど
、
い
ま
で
も
読
み
返
す
思
想
家
た
ち

の
本
を
頭
を
抱
え
な
が
ら
読
み
あ
さ
っ

た
。
浅
薄
な
考
え
を
も
と
に
、
酒
の
席
で

先
生
に
突
っ
か
か
っ
た
こ
と
も
何
度
か

あ
っ
た
。「
生
意
気
な
学
生
」
好
き
は
、

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
神
戸
先
生
に
倣
っ
た
結

果
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

中
村
先
生
は
ゼ
ミ
で
の
指
導
教
員
だ
っ

た
。
ゼ
ミ
選
択
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
、
野

間
宏
か
大
江
健
三
郎
で

卒
論
を
書
き
た
い
と
口

に
し
た
と
こ
ろ
「
じ
ゃ

あ
僕
の
ゼ
ミ
し
か
な
い

ね
」
と
い
っ
て
引
き
受

キ
シ
コ
の
大
学
院
へ
の

国
費
留
学
へ
と
つ
な
が

る
の
で
あ
る
が
、
紙
幅

の
関
係
で
省
略
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
詳
し
く
は

本
学
部
編
「
都
心
で
学
ぼ
う
2　

体
験
的

国
際
政
治
経
済
」
を
ご
覧
頂
き
た
い
。

　

帰
国
後
、
学
部
3
年
次
が
開
始
し
た
。

ゼ
ミ
が
始
ま
り
、
自
発
的
に
勉
強
す
る
楽

し
さ
を
知
っ
た
。
ゼ
ミ
の
先
生
は
興
味
を

持
た
せ
る
の
が
上
手
な
方
で
あ
っ
た
。
同

時
期
に
、「
開
発
経
済
論
」
の
授
業
を
履

修
し
、「
貧
困
と
は
何
か
」「
ど
の
よ
う
に

経
済
発
展
を
遂
げ
る
の
か
」
と
い
っ
た

テ
ー
マ
に
関
心
を
持
っ
た
。
他
大
学
で
ス

ペ
イ
ン
語
講
座
を
受
け
る
な
ど
、
ス
ペ
イ

け
て
く
だ
さ
っ
た
。
ゼ
ミ
の
最
初
の
年
、

先
生
は
発
表
一
週
間
前
に
担
当
学
生
を
呼

び
出
し
て
毎
回
お
酒
を
ご
馳
走
し
て
く
れ

た
。
友
人
に
は
、
先
生
の
馴
染
み
の
店
で

先
生
の
ボ
ト
ル
を
勝
手
に
飲
ん
で
い
る
強

者
も
い
た
。
二
松
學
舍
が
他
大
学
に
く
ら

べ
格
段
に
安
給
料
で
あ
る
の
を
知
っ
た
の

は
、
自
分
が
勤
め
て
か
ら
だ
。

　

読
書
に
政
治
に
酒
…
…
。
い
ま
想
い
出

し
て
も
、
ま
っ
た
く
も
っ
て
「
正
し
い
」

学
生
生
活
を
送
っ
て
い
た
も
の
だ
と
思

う
。
恋
愛
？　

こ
の
分
量
で
は
と
て
も
書

き
切
れ
な
さ
そ
う
な
の
で
、
ま
た
の
機
会

を
も
ら
う
こ
と
に
し
よ
う
―
ウ
ソ
。

ン
語
の
勉
強
も
続
け
た
。
そ
し
て
、
ス
ペ

イ
ン
語
圏
で
あ
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を
対

象
に
、
開
発
経
済
学
の
研
究
を
し
よ
う
と

心
に
決
め
、
4
年
次
を
飛
び
級
し
て
大
学

院
に
進
学
す
る
こ
と
と
し
た
。
音
楽
（
筑

前
琵
琶
）
活
動
で
手
を
広
げ
た
の
も
こ
の

時
期
で
あ
っ
た
。
3
年
次
に
キ
ャ
ン
パ
ス

が
自
宅
か
ら
近
く
な
り
利
用
可
能
な
時
間

が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
勉
強
、
ス
ポ
ー

ツ
、
音
楽
、
ア
ル
バ
イ
ト
と
活
発
に
取
り

組
ん
だ
3
年
次
で
あ
っ
た
。

　

楽
し
か
っ
た
学
部
3
年
次
で
あ
っ
た

が
、
大
学
院
進
学
後
は
研
究
の
厳
し
さ
を

知
る
こ
と
と
な
る
。
今
回
は
、
「
私
の
学

生
時
代
」
の
前
半
の
み
で
終
わ
り
た
い
。

私の
学生時代

文学部		教授

五井　　信

国際政治経済学部
専任講師

咲川可央子



第89号	 二松學舍大学父母会報	 平成27年７月31日（金）

−  8  −−  9  −

【
現
四
年
次
生
の
就
職
状
況
】

　

平
成
二
十
八
年
三
月
卒
業
予
定
者
（
現

四
年
次
生
）
の
、
就
職
活
動
の
現
状
に
つ

き
ま
し
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
今
年
度

か
ら
、
大
学
生
の
就
職
活
動
は
、
日
本
経

済
団
体
連
合
会
（
経
団
連
）
に
よ
る
「
採

用
選
考
に
関
す
る
指
針
（
以
下
指
針
）
」

に
基
づ
き
、
広
報
活
動
、
採
用
選
考
活
動

等
す
べ
て
後
ろ
倒
し
と
な
っ
た
こ
と
は
、

こ
の
紙
面
に
お
い
て
何
度
か
ご
案
内
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。
具
体
的
に
は
書
類
選

考
、
筆
記
試
験
、
面
接
試
験
等
の
採
用
選

考
活
動
は
、
八
月
一
日
か
ら
解
禁
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
現
実
的
に

は
、
年
度
当
初
か
ら
様
々
な
形
で
の
選
考

が
な
さ
れ
て
き
て
お
り
、
本
学
で
も
既
に

内
々
定
を
得
た
、
と
い
う
学
生
も
徐
々
に

で
は
あ
り
ま
す
が
で
て
き
て
お
り
ま
す
。

ま
た
そ
の
一
方
で
ま
だ
活
動
を
継
続
し
て

い
る
学
生
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
相
談
や
求
人
企
業
の

紹
介
等
、
随
時
行
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
家

庭
で
も
お
声
掛
け
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に

存
じ
ま
す
。

【
お
わ
ハ
ラ
に
つ
い
て
】

　

さ
て
、
こ
こ
で
今
年
の
就
職
活
動
に
お

い
て
例
年
に
は
あ
ま
り
見
か
け
な
か
っ
た

事
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
企
業

が
、
内
々
定
を
だ
し
た
学
生
に
対
し
、
就

職
活
動
を
終
了
す
る
よ
う
強
く
迫
る
等
と

い
っ
た
行
為
、
即
ち
「
お
わ
ハ
ラ
」
と
い

う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

報
道
等
を
通
じ
て
ご
存
知
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
、
本
学
で
は
そ
の
よ

う
な
事
例
は
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

そ
の
よ
う
な
事
態
に
備
え
て
、
「
お
わ
ハ

ラ
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
注
意
喚

起
を
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
よ
う
な

こ
と
で
、
困
っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
ま
で
相
談
に
い
く
よ

う
、
お
伝
え
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
一
同
、

ご
支
援
い
た
し
ま
す
。

【
今
後
の
予
定
】

　

こ
こ
で
、
夏
期
休
業
中
の

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

各
種
の
支
援
行
事
に
つ
い
て

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
学
内

で
も
既
に
周
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
多
く
の
学
生
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
く
存
じ
ま
す
の
で
、
ご
家
庭
で
も
よ
ろ

し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

三
次
生
対
象　

キ
ャ
リ
ア
ゼ
ミ
サ
マ
リ
ー

　
　

（
八
月
四
日
）

　

春
セ
メ
ス
タ
ー
中
に
、
水
曜
日
の
五
時

限
目
に
キ
ャ
リ
ア
ゼ
ミ
（
就
職
対
策
講

座
）
を
開
講
し
て
き
ま
し
た
が
、
授
業
等

の
都
合
に
よ
り
参
加
で
き
な
か
っ
た
学
生

を
対
象
に
、
春
セ
メ
ス
タ
ー
中
に
実
施
し

て
き
た
内
容
の
ま
と
め
講
座
を
開
講
し
ま

す
。
ま
た
秋
セ
メ
ス
タ
ー
か
ら
は
、
よ
り

実
践
的
な
内
容
の
講
座
を
開
講
し
ま
す
の

で
、
秋
か
ら
は
参
加
で
き
る
、
と
い
う
学

生
も
こ
の
ま
と
め
講
座
に
ご
参
加
い
た
だ

け
る
と
、
よ
り
効
果
的
で
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全
学
年
対
象　

Ｍ
Ｏ
Ｓ
対
策
講
座（
有
料
）

（
八
月
十
七
日
～
十
九
日　

ワ
ー
ド
）

（
八
月
二
十
四
日
～
二
十
六

日　

エ
ク
セ
ル
）

　

Ｐ
Ｃ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
し
て
開
講
し
ま
す
。

今
回
の
開
講
に
つ
い
て
は
、

既
に
締
め
切
り
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
春
期
休

業
期
間
に
も
開
催
し
ま
す
の

で
、
今
回
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
学
生
は
そ
ち
ら
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

全
学
年
対
象　

サ
ー
ビ
ス
介

助
士
２
級
取
得
講
座

　
　

（
九
月
三
日
、
四
日
）
（
有
料
）　

　

介
護
業
界
の
み
な
ら
ず
、
運
輸
、
ホ
テ

ル
等
多
く
の
業
界
で
需
要
が
高
ま
っ
て
い

る
サ
ー
ビ
ス
介
助
士
を
取
得
す
る
講
座
で

す
。
今
回
は
既
に
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
学
生
は
、
次
の
機
会
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

全
学
年
対
象　

秘
書
検
定
２
級
取
得
講
座

　
　

（
九
月
十
一
日
～
十
八
日
）（
有
料
）

　

様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
求
め
ら
れ

る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管

理
等
、
秘
書
検
定
２
級
を
目
指
し
て
学
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
。

【
ま
と
め
に
か
え
て
】

　

冒
頭
に
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
今

年
度
か
ら
の
新
し
い
ル
ー
ル
に
よ
る
就
職

活
動
は
、
既
に
進
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
八
月
か
ら
動
き
始
め
る
企
業
も
あ

り
、
今
年
度
の
就
職
活
動
は
ま
だ
ま
だ
続

い
て
い
く
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ

八
月
以
降
の
選
考
に
よ
っ
て
は
、
既
に

内
々
定
を
出
し
て
い
る
企
業
で
も
内
定
辞

退
者
が
出
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
十
月
以

降
も
採
用
活
動
を
続
け
る
と
し
て
い
る
企

業
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
本
学
に
も
、
毎

日
の
よ
う
に
、
多
く
の
企
業
か
ら
求
人
を

頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
ま

だ
活
動
中
の
学
生
、
あ
る
い
は
様
々
な
事

情
に
よ
り
こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
始
め
る

学
生
に
と
っ
て
も
、
応
募
す
る
機
会
は
ま

だ
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
で
は
引
き
続
き
、
学
生
の
就
職

支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

是
非
と
も
利
用
す
る
よ
う
ご
子
息
に
お
声

掛
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

キャリア
センター
だより

キャリア
センター
だより

キャリア
センター
だより

キャリア
センター
だより
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平
成
二
十
七
年
学
生
会
執
行
委
員
会
会

長
を
務
め
て
お
り
ま
す
、
清
水
常
一
朗
で

す
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
ご
入
学
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
は
も

う
大
学
生
活
に
は
慣
れ
ま
し
た
か
。
高
校

を
卒
業
し
て
大
学
入
学
に
あ
た
り
上
京
し

て
一
人
暮
ら
し
を
す
る
方
も
い
る
と
思
い

ま
す
。
今
ま
で
と
違
う
環
境
で
大
変
な
事

も
多
い
と
は
思
い
ま
す
が
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。
さ
て
、
四
月
十
二
日
に
開
催
さ

れ
た
新
入
生
歓
迎
式
典
。
新
入
生
歓
迎
式

典
は
新
入
生
と
在
校
生
の
交
流
を
深
め
、

そ
し
て
更
に
、
新
入
生
に
部
活
や
サ
ー
ク

ル
等
の
周
知
を
図
る
た
め
に
開
催
致
し
ま

し
た
。
今
年
度
の
新
入
生
歓
迎
式
典
は

「
花
篝
」
と
い
う
言
葉
を
テ
ー
マ
に
進
め

て
い
き
ま
し
た
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
新
入

生
に
風
情
や
賑
わ
い
の
あ
る
学
生
生
活
を

過
ご
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に

各
団
体
と
役
員
が
団
結
し
、
素
敵
な
行
事

を
作
り
た
い
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ

の
言
葉
通
り
に
新
入
生
歓
迎
式
典
が
皆
さ

ん
に
と
っ
て
賑
わ
い
の
あ
る
式
典
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。
今
年
の
新
入
生
は
積
極
的

で
明
る
い
人
た
ち
が
多
く
、
主
催
側
で
あ

る
私
た
ち
学
生
会
執
行
委
員
会
も
非
常
に

楽
し
む
事
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
新

入
生
歓
迎
式
典
が
無
事
に
成
功
し
た
の
は

父
母
会
の
皆
さ
ん
学
生
支
援
課
の
み
な
さ

ん
を
は
じ
め
、
各
部
活
・
サ
ー
ク
ル
の
皆

さ
ん
。
そ
し
て
同
じ
学
生
会
執
行
委
員
会

の
仲
間
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
二
松
學
舍
大

学
へ
よ
う
こ
そ
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

学
生
相
談
室
で
は
、
毎
年
春
、
一
年

生
の
基
礎
ゼ
ミ
の
授
業
（
希
望
し
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
の
ク
ラ
ス
）
に
出
張
し

て
心
理
教
育
の
授
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
心
理
テ
ス
ト
を
行
っ
た
り
、
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
た
り
、
学

生
時
代
に
出
合
う
様
々
な
心
理
的
課
題

に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
り
な
ど
、

い
く
つ
か
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
合
わ

せ
て
い
ま
す
。

　

先
日
は
あ
る
ク
ラ
ス
で

〝
他
己
紹
介
〟
を
行
い
ま

し
た
。
ま
ず
ペ
ア
を
作
っ

て
お
互
い
に
自
己
紹
介
を

し
、
そ
の
後
み
ん
な
の
前

で
そ
の
相
手
の
こ
と
を

紹
介
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
短
い
時
間
の
中
で
、

学
生
さ
ん
た
ち
は
驚
く
ほ

ど
上
手
に
ユ
ー
モ
ア
の
あ

る
お
話
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
大
人
し
い
け
れ
ど
こ

ん
な
意
外
な
一
面
も
あ
る
ん
で
す
と

か
、
一
見
派
手
だ
け
ど
優
し
い
人
で
す

よ
と
か
、
と
て
も
か
わ
い
ら
し
い
人
で

す
と
か
、
そ
ん
な
思
い
や
り
の
あ
る
プ

レ
ゼ
ン
を
し
て
く
れ
た
人
も
い
ま
し

た
。
高
校
の
部
活
で
主
将
を
務
め
て
い

た
と
か
、
あ
る
競
技
の
有
段
者
で
あ
る

と
か
、
意
外
な
特
技
を
持
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
た
人
も

い
ま
し
た
。

　

普
通
に
自
己
紹
介
を
す
る
場
で
は
、

こ
う
い
っ
た
長
所
は
な
か
な
か
出
て
こ

な
い
も
の
で
す
が
、
き
っ
と
ペ
ア
で
お

話
し
し
た
と
き
、
互
い
に
質
問
を
し
て

引
き
出
し
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
人

の
良
い
と
こ
ろ
を
披
露
し
あ
う
お
話
は

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

一
方
、
自
分
で
自
分
の
良
さ
を
こ
ん

な
に
活
き
活
き
と
語
る
こ
と
は
難
し

い
だ
ろ
う
と
思
う
と
切
な
く
も
あ
り

ま
す
。
小
さ
な
頃
は
と
も

か
く
、
大
き
く
な
れ
ば
私

た
ち
は
と
か
く
反
省
の
弁

を
述
べ
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
、
自
慢
を
す
る
こ
と
に

は
控
え
め
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
意
識
さ
え
も
、

自
分
の
欠
点
や
改
善
す
べ

き
点
の
方
に
偏
っ
て
し
ま

う
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
は

あ
ま
り
健
や
か
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

う
ま
く
で
き
た
ら
褒
め
て
、
成
長
を

見
つ
け
た
ら
大
喜
び
し
て
、
頑
張
っ
た

ら
労
っ
て
、
何
か
し
て
く
れ
た
ら
感
謝

し
て
…
そ
ん
な
小
さ
な
お
子
さ
ん
相
手

な
ら
自
然
に
で
き
た
言
葉
か
け
を
今
一

度
思
い
出
し
て
、
お
互
い
に
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
側
面
へ
の
注
目
を
増
や
し
て
い
け

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

カウンセラー　 森 岡 さやか

学 生 相 談 室
だ よ り 89

学 生 相 談 室
だ よ り 89

新
入
生

歓
迎
式
典
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学
生
会
執
行
委
員
会
主
催
の
行
事
と
し
て
、
6
月
21

日
（
日
）
に
九
段
祭
Ｐ
Ｏ
Ｐ
２
０
１
５
、
6
月
28
日

（
日
）
に
柏
祭
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
２
０
１
５
を
開
催
致
し
ま
し

た
。
多
く
の
団
体
、
チ
ー
ム
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

九
段
祭
Ｐ
Ｏ
Ｐ
２
０
１
５
は
文
化
系
団
体
の
発
表
の

場
と
し
て
、「
カ
ラ
フ
ル
ラ
イ
ト
」
と
い
う
テ
ー
マ
を

掲
げ
、
開
催
致
し
ま
し
た
。
ラ
イ
ト
の
意
味
に
も
あ
る

よ
う
に
、
参
加
団
体
の
多
彩
な
発
表
内
容
や
来
場
者
の

方
々
の
笑
顔
が
九
段
キ
ャ
ン
パ
ス
を
活
気
づ
か
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
演
劇
や
展
示
、
冊
子
配
布
な
ど
、
老
若
男

女
が
楽
し
め
る
行
事
と
な
り
ま
し
た
。
学
生
会
執
行
委

員
会
が
主
催
と
な
り
、
例
年
開
催
し
て
い
る
ビ
ン
ゴ
大

会
や
、
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
新
聞
や
あ
い
う
え
お
作
文

を
取
り
上
げ
た
企
画
も
開
催
致
し
ま
し
た
。
参
加
団
体

の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
来
場
者
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

柏
祭
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
２
０
１
５
は
、
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

う
球
技
祭
で
す
。
今
年
は
「
臨
場
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

も
と
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
そ
し

て
昨
年
は
悪
天
候
に
よ
り
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
3
競
技
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
普
段
は

あ
ま
り
や
ら
な
い
、
球
技
を
行
え
る
機
会
と
し
て
、
参

加
し
て
く
だ
さ
っ
た
選
手
の
方
々
、
応
援
や
見
学
に
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
皆
様
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

九
段
祭
Ｐ
Ｏ
Ｐ
２
０
１
５
及
び
柏
祭
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ

２
０
１
５
は
参
加
団
体
や
来
場
者
の
皆
様
、
ご
協
力
く

だ
さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
の
お
か
げ
で
成
功
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
お
越
し
頂
け
な
か
っ
た
方
も
、

来
年
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

�

国
文
学
科
二
年　
　

平
山　

真
実

中
国
文
学
科
二
年　

鈴
木　

啓
介

九段祭POP ＆ 柏祭GUTS 開催

柏祭GUTS

九段祭
POP
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手
賀
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
専
門
分

野
は
、
国
際
政
治
学
で
す
。

二
十
二
人
の
ゼ
ミ
生
が
、
手
賀

先
生
の
指
導
の
下
に
国
際
政
治

学
に
つ
い
て
学
び
、
考
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
一
言
で
国
際

政
治
学
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る

と
言
っ
て
も
、
具
体
的
に
何
を

し
て
い
る
の
か
、
想
像
で
き
る

人
は
あ
ま
り
多
く
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
世
界
中
か
ら
戦
争

を
無
く
し
た
い
と
思
っ
た
時
、

全
世
界
の
国
々
、
人
々
が
武
力

を
放
棄
し
た
ら
、
戦
争
の
無
い

　

森
野
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、

日
々
私
た
ち
が
何
気
な
く
使
用

し
て
い
る
日
本
語
に
つ
い
て
研

究
を
し
て
い
ま
す
。

　

三
年
次
に
は
、
日
本
語
に
つ

い
て
、
気
に
な
っ
た
こ
と
を
各

自
研
究
し
、
そ
の
結
果
を
発

表
。
更
に
、
ゼ
ミ
生
や
、
先
生

が
気
に
な
っ
た
こ
と
を
質
問

し
、
そ
の
点
を
踏
ま
え
、
更
に

深
く
研
究
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
研
究
の
内
容
は
幅
広
く
、

源
氏
物
語
の
よ
う
な
古
文
か

ら
、
現
代
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

に
至
る
ま
で
様
々
な
日
本
語
を

平
和
な
世
界
に
な
り
得
る
の
で
し
ょ
う

か
？
結
論
か
ら
言
う
と
、答
え
は
×
で
す
。

　

で
は
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
？
一
見
す
る

と
、
◯
が
正
解
だ
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
う
簡
単
に
は
行
か
な
い
の
が
世

の
常
。
手
賀
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
そ
の
よ

う
な
問
題
に
つ
い
て
、
国
際
政
治
学
の
理

論
を
も
と
に
考
察
し
て
い
き
ま
す
。

　

勉
学
に
限
ら
ず
、
全
て
の
物
事
に
お
い

て
、
基
礎
を
し
っ
か
り
と
身
に
付
け
て
い

な
け
れ
ば
、
応
用
な
ど
不
可
能
で
す
。
そ

こ
で
、
三
年
次
の
春
セ
メ
ス
タ
ー
で
は
、

執
筆
さ
れ
た
年
代
、

そ
し
て
主
張
の
異
な

る
三
冊
の
文
献
を
輪

研
究
し
て
い
ま
す
。

　

四
年
次
に
は
、
卒

業
論
文
に
向
け
て
、

研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ゼ
ミ
の
時
間

に
は
、
進
捗
状
況
を
報
告
し
、
三
年
次
と

同
じ
よ
う
に
、
ゼ
ミ
生
と
先
生
が
気
に

な
っ
た
点
、
改
善
す
べ
き
点
等
を
挙
げ
、

そ
れ
を
糧
に
更
に
研
究
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
以
外
に
も
、
夏
に
は
二

泊
三
日
、
春
に
は
一
泊
二
日
で
行
わ
れ
る

合
宿
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
夏
合
宿
の

際
に
は
、
三
年
生
と
四
年
生
の
両
方
が

集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
を
聞
き
、

皆
で
疑
問
点
等
を
出
し
合
い
ま
す
。
春
合

読
し
、
毎
週
、
発
表
担
当
者
が
指
定
箇
所

の
レ
ジ
ュ
メ
発
表
、
ま
た
内
容
に
関
す
る

問
い
を
設
定
し
、
そ
の
問
い
に
つ
い
て
議

論
す
る
こ
と
で
、
国
際
政
治
学
と
は
ど
の

よ
う
な
学
問
な
の
か
、
そ
の
基
礎
を
身
に

付
け
ま
す
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
は
卒
業

論
文
の
完
成
を
目
指
し
、
多
く
の
知
識
を

吸
収
す
べ
く
日
々
学
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

手
賀
先
生
の
わ
か
り
や
す
く
的
確
な
解
説

は
、
難
し
い
理
論
で
あ
っ
て
も
自
分
な
り

に
解
釈
す
る
こ
と
を
助
け
て
く
れ
、
よ
り

知
識
を
深
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

人
数
の
多
い
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で

す
が
、
ゼ
ミ
生
同
士
の
仲
は
良

く
、
ゼ
ミ
飲
み
会
も
定
期
的
に

宿
は
、
三
年
生
の
み
で
行
い
ま

す
。
こ
の
合
宿
で
は
、
い
つ
も

と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
先
生

と
ゼ
ミ
生
五
～
六
人
で
、
卒
業
論
文
を
ど

ん
な
テ
ー
マ
で
、
ど
の
よ
う
に
研
究
を
進

め
て
い
く
の
か
、
と
い
う
事
を
話
し
合
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
春
休
み
中
で
も
、

自
分
が
ど
の
よ
う
に
研
究
を
進
め
て
い
け

ば
い
い
の
か
、
と
い
う
道
筋
が
立
て
ら
れ

ま
す
。

　

自
分
の
興
味
を
持
っ
て
い
る
日
本
語
の

こ
と
に
つ
い
て
深
く
研
究
す
る
こ
と
が
出

来
る
の
で
、
と
て
も
楽
し
く
、
や
り
が
い

の
あ
る
ゼ
ミ
で
す
。

 

国
文
学
科
四
年　

岸　

亮
一

ゼ
ミ探

訪
探
訪

手賀ゼミナール森野ゼミナール

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
気
の
合
う
仲
間
達

と
共
に
学
ぶ
。
こ
れ
が
、
手
賀
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
の
醍
醐
味
で
す
。

　
　

国
際
政
治
経
済
学
部
三
年

 

長
谷
川　

嶺
志



第89号	 二松学舎大学父母会報	 平成27年７月31日（金）

−  12  −−  13  −

平成26年度決算の概要
　二松學舍創立135周年（平成24年10月）を機に策定した長期ビジョン「N’2020 Plan」及びその実行計画「アクションプラン」の各課題について、
施設設備整備をはじめ大学・両附属高校・中学校の具体的な改革を実行している。平成26年度においては、附属高校野球部の全国大会（甲子園）出場
が実現したほか、柏高校は定員の臨時増により入学者が大幅に増加した。また、大学の九段集約に伴い施設の拡充をはかるため昨年度より建築中の大
学九段新校舎（4号館）が完成したほか、既存校舎（九段1～3号館）の改修及びラーニングコモンズ設置、柏4号館及び7号館の改修整備、その他各種
事業を実施した。
　当年度、入学者の募集定員充足率は、大学/学部119%、附属高校105%、柏高校138%、柏中学校60%であり、在籍者の収容定員充足率は、大学/学部
119%、附属高校99%、柏高校120%、柏中学校54%であり、大学院、附属高校および柏中学校で入学定員、収容定員ともに未充足となった。
　大学では、平成23年3月11日に発生した東日本大震災並びに福島第一原子力発電所事故に伴う被災学生に対し、授業料等の減免措置を当年度も引き
続き実施し、全学的に教育研究振興資金募金として被災学生支援のための募金活動を行った。

平成26年度の決算概況
　学校法人における決算書は、事業年度の消費収入と消費支出の均衡状態や財政の健全度合いを示す消費収支計算書、学校法人の諸活動に関わるすべ
ての資金の流れを示す資金収支計算書および年度末における資産・負債・正味資産の状態を示す貸借対照表から成っており、それぞれ別表１、別表２
および別表３のとおりである。

１．消費収支計算書について（別表１）
　消費収支計算では、帰属収入合計が55億7千3百万円、基本金組入額は11億3千9百万円（このうち九段新校舎3億5千4百万円、既存校舎改修整備3億
7千1百万円）、消費収入合計は44億3千3百万円、消費支出合計は50億3千1百万円となり、消費収支差額は5億9千8百万円の消費支出超過となった。
　消費収入では、入学者数が大学院16名・学部713名・附属高校262名・柏高校344名・柏中学校61名、合計1,396名で前年度比59名増加、在籍者数
は大学院44名・学部2,860名・附属高校739名・柏高校899名・柏中学校166名、合計4,708名で前年度比62名増加し、学生生徒等納付金は38億8千5
百万円（前年度比6千3百万円増加）となった。補助金は9億3千1百万円（このうち経常費補助金は国庫補助金2億4千3百万円、東京都補助金2億3千8
百万円、千葉県補助金3億3千5百万円）、資産運用収入・売却差額は3億5千2百万円、事業収入が3百万円、雑収入は1億4千3百万円（このうち退職金団
体交付金は1億1百万円）となった。消費支出では、人件費が27億6千5百万円（退職給与引当金繰入額の減少等により前年度比1億5千4百万円減少）、
教育研究経費は17億9千3百万円（大学新校舎の維持管理費及び附属高野球部の甲子園出場経費の増加等により、前年度比2億3千2百万円増加）、管
理経費は4億2千8百万円（前年度比3千9百万円増加）であり、消費収支差額は5億9千8百万円の支出超過、帰属収支差額は5億4千1百万円の収入超過
（前年度比5千4百万円減少）となった。

２．資金収支計算書について（別表２）
　収入の部では、有価証券の償還等により資産売却収入が18億2百万円（前年度比1億5千7百万円増加）、借入金収入が6億9千5百万円（このうち6億9
千4百万円は大学九段4号館建築資金として私学事業団からの借入金）、学納金等の前受金収入は10億2千4百万円、その他の収入は退職給与引当特定
資産等からの繰入収入、貸付金回収収入、前期末未収入金収入等により5億1千8百万円、前年度繰越支払資金を含め収入の部合計額は115億5千9百万
円となった。
　支出の部では、人件費支出が27億5千4百万円（退職金支出減少、前年度比2億3千8百万円減少）、教育研究経費支出は11億8千1百万円（前年度比2
億6百万円増加）、管理経費支出は3億9千7百万円（前年度比3千8百万円増加）、借入金返済および利息支出は3億4千3百万円となった。施設設備関連
の支出は大学九段新校舎（4号館）の竣工及び既存校舎の改修整備として14億1千7百万円、図書・備品購入等で2億2千1百万円、資産運用支出は退職
給与引当特定資産繰入、有価証券等購入により21億8千万円となった。このほか前期末未払金の支出等があり、これらの結果、次年度繰越支払資金は
29億9千8百万円（前年度末より3億4千8百万円減少）となった。

３．貸借対照表について（別表３）
　資産の部は、有形固定資産が大学九段新校舎（4号館）の竣工及び既存校舎の改修整備や図書・備品の購入等により16億2千3百万円増加、除却及び
減価償却6億4千2百万円等により184億7千6百万円（前年度比9億9千7百万円増加）となった。また、その他の固定資産は、有価証券の償還や他資産
への振替等により30億6千9百万円（前年度比6億5千4百万円減少）となり、流動資産は64億9千5百万円（前年度比5億3千3百万円増加）となった。
　負債の部は、私学事業団からの新規借入（大学九段4号館建築資金）により借入金が増加したほか、退職給与引当金の増加により固定負債は28億7千
1百万円となった。また、未払金、預り金の減少により流動負債は16億6千7百万円となり、負債の部合計額は45億3千8百万円（前年度比3億3千5百万
円減少）となった。
　基本金の部は、第1号基本金(土地・建物・図書・備品等固定資産の取得)及び第3号基本金（奨学基金）の組入額11億3千9百万円により255億9千3
百万円となった。
　これらの結果、平成26年度末における貸借対照表は、資産の部合計額280億3千9百万円、負債の部合計45億3千8百万円、基本金の部合計額255億9
千3百万円、消費収支差額の部における翌年度繰越消費支出超過額は20億9千2百万円となり、正味財産額は235億1百万円（前年度末より5億4千1百万
円増加）となった。

４．主な財務比率について（別表４）
　消費収支関係比率では、学納金をはじめ帰属収入が前年度比増加し、人件費比率（帰属収入に占める人件費の割合）、人件費依存率（学生生徒等納付
金に占める人件費の割合）および借入金等利息比率が前年度比減少となった。一方、教育の質向上を図るための各種事業の実施により教育研究経費比
率（帰属収入に占める教育研究経費の割合）、管理経費比率（帰属収入に占める管理経費の割合）、消費収支比率は消費税増税の影響もあり上昇した。
帰属収支差額比率は近年低下傾向にあったが学納金、寄付金、補助金の増加及び資産運用収入・売却差額の確保により上昇となった。また、施設改修
計画に基づく大学九段新校舎（4号館）の建築及び既存校舎の改修整備などにより基本金組入率は上昇傾向にある。
　貸借対照表関連比率では、校舎建築資金の借入（私学事業団）により固定負債構成比率（総資金に占める固定負債の割合）は上昇となったが、固定
資産構成比率（総資産に占める固定資産の割合）、固定比率（自己資金に占める固定資産の割合）等が低下し、流動資産構成比率（総資産に占める流
動資産の割合）、流動比率（流動負債に占める流動資産の割合）の上昇など固定から流動へのトレンドにあり、良好といえる。
　一方、設備投資に伴う基本金組入などにより消費収支差額構成比率（総資金に占める消費収支差額の割合）は低下傾向にある。そのほか、自己資金
構成率（総資金に占める自己資金の割合）及び負債比率（自己資金に占める総負債の割合）、基本金比率、内部留保資産率（財政上の余裕度）、運用資
産余裕比率（支出規模に対する資金の蓄積度）、退職給与引当金預金率等は良好な水準にある。
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別表1　消費収支計算書　　　 （単位：百万円）

科　　　　　目 平成26年度 平成25年度 増　　減

消費収入の部

学生生徒等納付金 3,885 3,822 63

手数料 111 117 △ 6

寄付金 147 68 80

補助金 931 849 82

資産運用収入 164 175 △ 11

資産売却差額 188 188 0

事業収入 3 3 0

雑収入 143 313 △ 169

帰属収入合計 5,573 5,533 39

基本金組入額合計 △ 1,139 △ 1,107 △ 33

消費収入の部合計 4,433 4,427 7

消費支出の部

人件費 2,765 2,919 △ 154

教育研究経費 1,793 1,561 232

管理経費 428 390 39

借入金等利息 30 36 △ 6

資産処分差額 5 24 △ 19

徴収不能引当金繰入額 10 9 1

消費支出の部合計 5,031 4,938 93

当年度消費支出超過額 △ 598 △ 511 △ 87

前年度繰越消費収支差額 △ 1,494 △ 983 △ 511

翌年度繰越消費収支差額 △ 2,092 △ 1,494 △ 598

別表３　貸借対照表　　　 （単位：百万円）

科　　　　　　　目 平成26年度末 平成25年度末 増　　減

固定資産 21,544 21,202 343

　　有 形 固 定 資 産 18,476 17,479 997

　　その他の固定資産 3,069 3,722 △ 654

流動資産 6,495 5,961 533

　　資　産　合　計 28,039 27,163 876

固定負債 2,871 2,511 360

流動負債 1,667 1,692 △ 25

　　負　債　合　計 4,538 4,203 335

基本金 25,593 24,453 1,139

翌年度繰越消費支出超過額 △ 2,092 △ 1,494 △ 598

　　負債・基本金・消費収支差額合計 28,039 27,163 876

（注）別表の金額は百万円未満を四捨五入しているため、合計など数値が計算上一致しない場合がある。

別表２　資金収支計算書　　　 （単位：百万円）

科　　　　　目 平成26年度 平成25年度 増　　減

収入の部

学生生徒等納付金収入 3,885 3,822 63

手数料収入 111 117 △ 6

寄付金収入 143 62 81

補助金収入 931 849 82

資産運用収入 164 175 △ 11

資産売却収入 1,802 1,645 157

事業収入 3 3 0

雑収入 143 313 △ 169

借入金等収入 695 501 194

前受金収入 1,024 1,027 △ 3

その他の収入 518 605 △ 87

資金収入調整勘定 △ 1,207 △ 1,299 92

当年度資金収入合計 8,213 7,819 393

前年度繰越支払資金 3,346 3,737 △ 391

収入の部合計 11,559 11,557 2

支出の部

人件費支出 2,754 2,992 △ 238

教育研究経費支出 1,181 975 206

管理経費支出 397 359 38

借入金等利息支出 30 36 △ 6

借入金等返済支出 314 813 △ 500

施設関係支出 1,417 624 793

設備関係支出 221 291 △ 70

資産運用支出 2,180 2,154 26

その他の支出 202 189 13

資金支出調整勘定 △ 135 △ 221 87

当年度資金支出合計 8,561 8,211 350

次年度繰越支払資金 2,998 3,346 △ 348

支出の部合計 11,559 11,557 2

別表４　主な財務比率 （単位：％）

比　　　率 計　算　式 平成26年度 平成25年度 25年度全国平均

人件費比率 人件費/帰属収入 49.6 52.8 52.4 

人件費依存率 人件費/学生生徒等納付金 71.2 76.4 72.4 

教育研究経費比率 教育研究経費/帰属収入 32.2 28.2 31.5 

管理経費比率 管理経費/帰属収入 7.7 7.0 8.8 

帰属収支差額比率 （帰属収入-消費支出）/帰属収入 9.7 10.8 5.2 

学生生徒等納付金比率 学生生徒等納付金/帰属収入 69.7 69.1 72.4 

固定資産構成比率 固定資産/総資産 76.8 78.1 86.7 

固定比率 固定資産/自己資金 91.7 92.3 99.2 

流動比率 流動資産/流動負債 389.5 352.3 245.9 

（注）「全国平均」は、日本私立学校振興・共済事業団集計による医歯系を除く504大学法人の平均を示す。
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平成27年度予算の概要

平成27年度の状況
　二松學舍創立135周年を機に「長期ビジョン（N’2020 Plan）」を定め、これに基づく行動計画である「アクションプラン」を平成
25年度より推進しており、平成27年度は実施3年目となる。
　大学・両附属高校・中学校とも効果的な学生・生徒募集および広報活動を実施するほか、キャンパス整備については、大学九段1
号館3階教学フロアの全面改修及び講師室の移設など既存校舎の改修整備を行う。また、附属高校合宿所（柏キャンパス）の改修整
備のほか各学校とも校舎の経年劣化により必要となる修繕工事を計画立てて実行する。
　収支については、大学の授業料等納付金改定（値上げ）および附属柏高等学校の臨時定員増により学納金収入が増加する見込みで
ある。一方、人件費及び教育研究経費が増加する見込みである。私立学校への経常費補助金の大幅増加は見込めないが、私立大学の
特色ある取り組みへの支援や建学の精神や特色を生かした教育改革などの事業に積極的に申請し補助金獲得を図る。
　キャンパス整備の進捗に伴い、校舎の維持管理や情報システム機器の運用・保守に係る経費（減価償却を含む）や私学事業団への
借入金返済など、長期に亘り多額の支出が続くことが予想される。
　平成27年度はアクション･プラン推進3年目となる。N’2020 Plan（アクションプラン）に織り込まれていない投資は極力抑えるこ
ととし、特別事業費申請案件については厳しく査定し、経常的な経費についても見直し・削減を強力に実施する。既存事業の見直し
を行い、スクラップ・アンド・ビルドにより事業を推進するとともに、不採算事業項目については縮小・廃止を検討し、収支改善を
図ることを平成27年度の予算編成方針とした。

平成27年度の収支状況
１.　事業活動収支予算書について（別表５）
（１）教育活動収支について

【収入】
①収入の柱である学生生徒等納付金は、39億5千1百万円となる見込みである。
②手数料は、入学検定料を主として1億9百万円を見込んでいる。
③大学及び両附属高等学校および柏中学校の経常費補助金は8億3千2百万円を見込んでいる。
④雑収入は、退職金団体からの交付金1億3百万円と併せて1億6千万円を見込んでいる。

【支出】
①人件費は、27億2千4百万円となる見込みである。
② 教育研究経費は、施設設備の維持管理、情報システム関連経費、図書館業務のアウトソーシングほか特別事業費および減価

償却額などにより、18億3千8百万円を計上している。
③ 管理経費は、教育研究経費と同様に施設設備の維持管理費と事務システム関連経費および減価償却額などにより、4億3千7

百万円を計上している。
これらにより、教育活動による収支差額は1億2百万円となる見込みである。

（２）教育活動外収支について
　教育活動外の収入として、資産運用による受取利息・配当金1億6千3百万円を、教育活動外の支出として借入金利息支払額
2千9百万を計上しており、教育活動外収支差額は1億3千5百万円となる見込みである。

（３）特別収支について
　有価証券の償還による資産売却差額として1億4千万円を見込んでおり、その他の特別収入と合わせて1億4千9百万円を計上
している。

　これらにより、基本金組入前当年度収支差額は3億8千5百万を見込んでいる。当年度の基本金組入額は、施設・設備の整備及び教
具・器具・備品の取得などにより7億6千6百万円を計上している。この結果、当年度収支差額は3億8千1百万円の支出超過となる見
込みである。

２.　資金収支予算書について（別表６）
　収入の部は、学生生徒等納付金収入、資産運用収入、退職金団体交付金を含む雑収入などにより、当年度収入額は68億5千5百万
円となり、前年度繰越支払資金29億9千8百万円と合わせて収入額合計は98億5千3百万円となる見込みである。
　支出の部は、人件費支出、教育研究経費・管理経費支出、借入金等返済支出、施設・設備関係支出等により、当年度支出額は65
億5千3百万円となり、次年度繰越支払資金は33億円となる見込みである。
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編　

集　

後　

記

二松學舍大学父母会成長支援型（資格・能力取得育英）奨学金について
　父母会では、昨年度より公立学校教員採用試験合格者・公務員試験合格者・父母会が指定した資格
の取得者を対象とした奨学金を設けました。
　申請方法、申請時期等の詳細につきましては、
　二松學舍大学ホームページ⇒松苓金（卒業生）、父母会・後援会関係者の方⇒父母会の方へにアク
セスしていただき、二松學舍大学父母会奨学金の募集についてをご覧下さい。

          父母会ホームページ URL   http://www.nishogakusha-u.ac.jp/fubo/

別表５　平成27年度事業活動収支予算書　 （単位：百万円）

教
　
育
　
活
　
動
　
収
　
支

事
業
活
動
収
入

科　　　　　目 金　　額
学生生徒等納付金 3,951
手数料 109
寄付金 54
経常費等補助金 832
付随事業収入 3
雑収入 160
教育活動収入計 5,109

事
業
活
動
支
出

科　　　　　目 金　　　額
人件費 2,724
教育研究経費 1,838
管理経費 437
徴収不能額等 8
教育活動支出計 5,007

教育活動収支差額 102

教
育
活
動
外
収
支

収
入

科　　　　　目 金　　額
受取利息・配当金 163
その他の教育活動外収入 0
教育活動外収入計 163

支
出

科　　　　　目 金　　額
借入金等利息 29
その他の教育活動外支出 0
教育活動外支出計 29

教育活動外収支差額 135
経常収支差額 236

特
別
収
支

収
入

科　　　　　目 金　　額
資産売却差額 140
その他の特別収入 9
特別収入計 149

支
出

科　　　　　目 金　　額
資産処分差額 0
その他の特別支出 0
特別支出計 0

特別収支差額 149
基本金組入前当年度収支差額 385
基本金組入額合計 △ 766
当年度収支差額 △ 381
前年度繰越収支差額 △ 2,092
翌年度繰越収支差額 △ 2,473

別表６　平成27年度資金収支予算書　　 （単位：百万円）

科　　　　　目 金　　額

収入の部

学生生徒等納付金収入 3,951

手数料収入 109

寄付金収入 53

補助金収入 841

資産売却収入 1,400

付随事業収入 3

受取利息・配当金収入 163

雑収入 160

借入金等収入 1

前受金収入 956

その他の収入 228

資金収入調整勘定 △	1,009

当年度資金収入合計 6,855

前年度繰越支払資金 2,998

収入の部合計 9,853

支出の部

人件費支出 2,741

教育研究経費支出 1,190

管理経費支出 407

借入金等利息支出 29

借入金等返済支出 313

施設関係支出 227

設備関係支出 94

資産運用支出 1,501

その他の支出 178

資金支出調整勘定 △	127

当年度資金支出合計 6,553

次年度繰越支払資金 3,300

支出の部合計 9,853

（注）金額は百万円未満を四捨五入しているため、合計額等が一致しない場合がある。


